


j)ラ ントリットギータによるメ詢式の画4処理

米t解着には、現た、二重晨餃商群犠高町ぞ壼投中の運ゲム地点の降雨・流量鵠』1種と鳳、)たのだ、そよ芝対

たさせるた図ぜ、19"年5月23日のうンドサツトギータを日、ヽて日1:・3すような47婦 の宅日にフヽ てヽ画像解

杵を行な、ヽ、地友以魔層城熊を表2の8カテゴリーにか類してギめることとした。写真1は、画像解着の結果ゼあ

り、また、表2■に分骸場の地友被五率t示した。なお、ラントリツトギータを用ぃた土興婢虫羅軍に云の精たにつ

、ヽ■感卿1金、嬌見|||力成にち` て`逮設省作成の土地″IR口とレL載綸議し、き、ヽ資蔵関係亡得て、、る。写真1ダょ

び友2↑〕OI Sがなように、この流拭の%%以 上f森劇り出帯くあるために、地晨々 近の地賞小希をか類すること

は、本勁V或て略不可能ぜあつた。そのこにつヽ てヽは、オ|の充拡ぞ綸譲幸ゼぁるあゼ機会をあらためて壇告する予

たであるo
d  `流戒の充ム特との鐸新
力Цへのされ燿1■0、直霧尭ム量をQ,基底先螢登之qとすると

Q=QttQ        ("
により表わすことゲぞきる。、ヽま、有婚 雨偽Z Pe′亀下への最大規え

高tSと し、0)ダの間獲を仮定すると喘成五得る。
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`∫に、和蘭わa透薔t IQとし、そ花とSとの比芝離とする。すなわち、
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とEくと、累4P―L=P一L・Sとなる。
式とtる
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還ゲム鈍息ぜの田知勢年1ん12月の風雨量。日充量資対t長にた

■習障し爆結果、与問千力後としてた≒0.2が得されたoこの種

は、RQgen:Q額晰ぜ凛甲さ糸て、、る米国での種とほぼ~致して

いる。式“)に鮭=0。2を代λするとC角洲ヾ繹〕れる。ま■、SIよεN

Q=器 d S千廿
―Ю °

ヨ流量査料と基にして、充番経窪神鋼縦■饉ぃた口上ぞ基こ流量tか曽|して戯五ズめ、そ

の種tnヽ`そ式のとQF∫ CNl算 にするとCN≒ 20が昼δれ●。うなみに、米国ギ撰

颯●彙■ヽヽるな1のCNtt t重〕|え成にそのまま島凧して免威のcN9子 ヵ准t求める

とCN=ち5ヒなる。

_4,」堕主三二  以 上9飛討の結果、ラントリツトデータはJ、流成o地表液夏状籠濯颯に十分に適用ぜきること

ォ鋼らがとなった。しなし、地表涅潤載亀揮颯は今後の猾質薇題としく滅フて、、る。また:憚晴の結果堆算て女

たONと 糸目での花ヒ0アー致は、充減特とや峰雨時この差奨によると考え∫彙るほがに、今回の絵討に用、、た

米支な料の痛たのP●則重うちぅと4nlllれ、これδのこにっ、、■は、ti卜湊討ャである。しかし、種 の々発成に

っぃたこの震のな封五重ねて、梵晨ネ麟爾rll,地省嬌“午ずしたCN(き たは、他の力裁曜日嵯|(ラメータ)をためる

ことぜ、ラントリットギータt漱3o7k資裁間置に右勧に〃l用しうるこげDRる、)ように峰老よほ考えtヽヽる。
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表-2

によつて(η式により表わされる。日雨量。

分 類 色 ほ ハ 類 色 繭

針票樹羽 窟f 住 屯 ０ン 0、29%

主嗅な林 緑 90、8〔z 又0 ウに 強 0

ll・広軸 漠緑 引く 団 肴 0

裸 地 叉 9、も7κ 草 サL ニ
ス 02午%
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